
 

令和８年６月１９日 

 
誰もが不自由なく快適に暮らせる社会へ 
～ウポポイ（民族共生象徴空間）でバリアフリー教室を開催～  

 

 

 

 

 

 

 

                                      記 

１．開催日時  令和８年６月２９日（月） １０：３０～１２：００ 

 

２．会    場  ウポポイ（民族共生象徴空間） 

白老町若草町２丁目３番２号 

 

３．参 加 者  公益財団法人 アイヌ民族文化財団職員 等 

 

４．学習内容  車いす及び視覚障がい者の介助体験・擬似体験など 

 

５．共  催  北海道運輸局室蘭運輸支局 

公益財団法人 アイヌ民族文化財団 

 

６．協  力  一般社団法人室蘭身体障害者福祉協会 

特定非営利活動法人キウシト湿原・登別 

 

７．そ の 他  取材を御希望される場合は、6 月 24 日 16 時までに問い合わせ先へ連

絡をお願いします。施設管理者への手続が必要です。連絡のない方の

取材はできません。 

 
【取材等の問い合わせ先】 

北海道運輸局室蘭運輸支局 小林 

TEL：0143-44-3011 

室蘭運輸支局では、高齢者や体の不自由な方々が、気軽に、楽しく、行きたいところへ

行くことができるよう、また、公共交通機関を利用した移動が円滑になるよう、人が人を

手助けしやすい環境をつくる「心のバリアフリー（※）」の普及に取り組んでいます。 

６月２９日（月）、ウポポイ（民族共生象徴空間）において、施設関係者等に車いす利用

者及び視覚障がい者の介助体験と疑似体験をしていただきます。 

障がい者、とりわけ今回は目の不自由な方、車椅子を利用する方を対象とし、施設内で

どのような不安や負担を感じ、その時にどのようなサポートが望ましいか、実際の体験を

通じて学んでいただきます。 

（※）様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュ 

ニケーションをとり、支え合うこと 


